
第2章　遺跡調査報告 '
ナガラ原東貝塚の概要

安良川遺跡の概要

マツノト遺跡2004の概要
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第２章第１節

ナガラ原東貝塚の概要

木下尚子

熊本大学
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１．遺跡の位置と環境

ナガラ原東貝塚は、沖縄県国頭郡伊江村字川平に所在する。遺跡は沖縄本島西北の離島伊江島の南

海岸に面し、海岸砂丘が内陸平地に移行する標高７ｍ前後の緩傾斜地に位置している（図３)。伊江

島は本部半島備瀬崎の西５ｋｍにある、長径８ｋｍの楕円形の平坦な隆起サンゴ島である。島の大部

分は石灰岩に覆われるが、基盤をなす伊江層が城山や北海岸など４箇所に露出する（木崎1985,ｐ、

106)。島の南側には砂丘とサンゴ礁が発達し、沖縄貝塚時代の遺跡が集中している。ナガラ原東貝塚

もその－つである。遺跡の西側に大きな地下水流路があり、ナガラ原東貝塚人もそこからの湧水を利

用したことが推定される（松本2000)。遺跡は現在タバコ畑となっている。

２．遺跡の調査

遺跡は1977年に発見され（伊江村教育委員会1979)、1997年に伊江村教育委員会が８，２の試掘を行

い、沖縄貝塚時代中期と後期後半（以下沖縄を省略）の包含層の存在を確認した（伊江村教育委員会

1999、ｐｐ６１～65)。その後1998年から2001年まで熊本大学考古学研究室が発掘調査し、これまでに合

計153㎡を発掘していた（藤江1999,谷2000、新里2001、木村2002,檀2003)。６次にわたる調査の

結果、遺跡は少なくとも南北30～40ｍ、東西60～70ｍの範囲に広がり、貝塚時代前期～中期と後期の

２時期の遺跡であること、後期の包含層に貝殻等食料残津の集積のあることがわかった。貝塚時代前

期～中期の層は地山直上に堆積し、同後期層は無遺物層であるⅥ層を介してＶ層以上に堆積する。そ

の中心をなすのがⅣ層であり、その下部（以下Ⅳ下層とする）に大型貝類が集中する。Ⅳ下層の自然

遺物集中箇所等についてコラムサンプリングを実施し、脊椎動物遺体、貝類遺体、植物遺体の分析資
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図１伊江島とナガラ原東貝塚

1-1．伊江島とナガラ原東貝塚１－２．遺跡周辺の地形
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